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１９９３年北海道南西沖地震の震源域での P波速度トモグラフィ(No.2)

P wave velocity tomography in the source area of the 1993 Hokkaido-Nansei-Oki
earthquake (No.2)
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〇  はじめに
日本海東縁の北海道南西沖で，大地震（１９９３年７月１２日北海道南西沖地震，M7.8）が発生し，震源域内

の奥尻島や渡島半島の各地で多くの被害を被った．とくに津波による被害は甚大であった．この地震の震源位置を
精確に求めるために，地震発生の約１週間後から臨時の海底地震協同観測が実施された（日野・他，１９９４）．
高波・他（２０００）はこの震源域をカバーするように展開された海底地震観測網データを用いて当震源域内

での地震波速度のイメージングを試み，計算された P波速度偏差分布と余震の発生頻度分布とを比較し，速度変化
の大きい領域や比較的高速度領域で地震が多発していことを示した．しかし，その後の検討から，このトモグラフィ
の結果は必ずしも地下構造の真の速度分布を反映していたとは言い難く，用いた２次元地下構造の初期モデルに強
く依存することが理解され，結果の再検討を迫られるに至った．
今回は，その初期モデルを簡単な１次元水平多層構造を仮定して計算を試みるとにした．
〇  データおよび解析法
今回は，日野・他（１９９４），Nishizawa et al.(1999)などが日本海東縁で行ったエアーガンによる地殻構造

探査の結果を参考にしながら１次元初期モデルを仮定した．初期震源情報は海底地震計の観測データのみによる震
源計算結果を用いた．その結果，トモグラフィーに用いたデータは，北緯 41.6°～43.4°，東経 138,75°~139.75°の
海域内に起きた余震のうち，比較的精度よく求まった１０３１個の地震であり，のベ２３ケ所の OBS で記録された
P波検測値である．以上の地震データと地下構造モデルとを，前回（高波・他，２０００）と同じく Zhao et al. (1992)
による地震波トモグラフィ法を用いて，P 波速度構造を推定し同時に震源再決定を行った．S 波については，S 波
検測値の誤差が大きかったために今回のインバージョン・トモグラフィには用いなかった．また陸上の定常観測点
の検測データとの併合は行わなかった．
〇  結果と議論
地震の震源分布を概観すると，今回の地震は，ほとんど１０km から２０km の深さに集中して起きていた．また

水平分布に関しては，南北１５０km～１７０km，幅１０km～２０km のほぼ南北に長い震源分布であった．しかし
詳細に観察すると，余震はその全域で起きていたものの，その分布に偏りが見られた．とくに本震の北側で見られ
た北西－南東のリニアメントな分布を示した北部余震域と，奥尻島西側沖合いにほぼ北北西-南南東のトレンドを
示した南部余震域との２つの領域が顕著であった．　この２つの領域に挟まれた中間部では比較的地震活動は低
かった．しかし，OBS の観測網はこの余震域全域をカバーしていたためにトモグラフィの議論は，２０km 以浅の上
部地殻に限られるものの水平方向の保証範囲は余震域全域であると考えられる．
これらの地震活動分布と今回のトモグラフィの結果とを対比してみると，地震活動の高かった領域で低速度に

なっているのが明瞭に認められた．その傾向は，深さ１５km のトモグラフィに顕著に現われている．また，本震
の震源位置は北側低速域の南端付近であった．最近各地域で行われてきたこの種の研究からも，このような地震活
動と速度異常との関係が指摘されてきた．今回の領域で認められた速度異常が常時存在していたのか，または今回
の大きな地震で生じた破壊と関係した特別の現象なのかは明らかでないが，地震の発生ポテンシャルを考える上で
大変重要な結果が示唆されたといえよう．さらに今回のプレート境界でどのような物質がどのような状態で存在し
ているのかを研究することも地震発生ポテンシャルを議論するためにも大変重要であると考えられる．
前回の計算では，北海道沿岸で上部地殻が厚くなる２次元の速度構造モデルを用いた．この結果と今回の１次

元多層構造モデルとを比較すると正反対の結果が導き出されたことになる．地震波線の軌跡と推定された速度異常
とはトレードオフの関係にあるため，３次元地下構造が明らかでない当領域においては，むやみに複雑な初期モデ



ルを導入することは避けるのが望ましいであろう．
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